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1.研究の課題(本町) 2.研究の封象
3.研究の方法 4・突 献
1・研~の標題科畢者の訴究すぺき課題は 1
.客織的に現官的には歴史が、J理論的lとは究献が
常に輿へて〈むてゐる。科患者は、それを照度
的に輿へられたものミメJて、受取らなけれ伝法
ら'r.いのであ。τ、真理に忠、賓ならメじさする科
畢者の研究の課題は、姿意的に遁周さるべきも
のtはないのである.果して然らば、日本の農
業のや極をなしτゐるさころの水田稲作農撃に
於そ、腰史的には提示さtrてゐる研究の課題は
何であらうか。それぞ明確にするためにイ最近
の釆の生産費に闘する調査資料をさっτ、(1)米
の生産費の携成を分析して生産諸要素別に改表
すれ回、第1表に示す如〈、i'ニに科準的に研
院すべき主要な課題が浮刻的日描き出されてゐ
るのである.
第 1泰米生産費の構成〈反省)
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土地改良鞍 4.04 (3.]) 2.87 (2.0) 傷、建物質
麓子、積 ~.46 (1.2) ー 1.43(1.0、
3・努働量象 議材料費 4.88 Q.8) 4.75 (3.4) 
，- 肥料費 20.59く16.2) 18.78く13.3)
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表
先づ第 ltc注目すべき，段、生産鼻働の主瞳た
る勢働力に闘する費目先る害容V力量が金生産費の
4~.5~ (自作〉←38.2~{~、作〉を占めてゐるさい
金 市
.土地改良設備、建物費等の勢働手段に闘する費
目が合計して僅かに149広〈自作〉ー 11%(小作〉
に7tぎないざいふこさであるG とれは、日本の
稲作農業に治け、る勢働技術7k準町低~~明示す
るものであ喝、資本の技術的構成の'1Jf度なるこ
さを示すものである0¥カ、くの加き努力的に低級
な農業は、諸外固にその例ぞみないざころであ
る開。倒へば、ソ聯邦に沿いセは「酒田仁会け
る一切の基本的な勢力fi業危機械化するこさに
よって、現在日94(')年ゴコルホーズが支出むワう
ある努働支出 1ヘクタール嘗め11。一126白金、
2ふ-3。日にまで引下げるこさが必要であるが、
このこミは試験的怠資料によれば充分可能なの
であるJ<勾ざいふさとろまで到達じτゐるφで
ある。然るに日単では昭和18(1943)守現在にた
い?悔1反常助.5日(自作)..，..19・9日(小作〉を要
してむるの市あるから~Iヘ 1 へクタール雷り2ðO
Rを越え、τゐるわけである.ここiこ鼻働技術水
準を高揚するための、農業等働の合聖位、永因。
農業の機械化に踊する研究の課題が冶具慣鰍二
提示吃られてゐるのTある司
第 2 に芋目すペ垂 I~"，勢働劃隷さ ιtの原料・
2こる種子費・助成材料fこる諸材料費・肥料賓の
うち、肥料賓が特に多くて、，それが金生産聾の
16.2% (自作}-13・3%(小作〉を占めτゐるさい
第 2 表
1ヘクター営施用人制胸中の三成分(湖毎〉
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ムこさである。これは、目蜘稲作齢が諸外 7開請怜糾宝慢ざす見日本が諸外岡」比し
酬のそれにJtιて著し〈多肥農業であ号こ可を τld傍も2(')倍もf<の空毒肥、を施用じてゐる
示すものである。日キのAそうに多〈の肥料を描 さいふこさは、他に色Aの理由があるにしても・
月し屯ゐるさニろは、諸均同月その例右手如、 栽培技術福二施肥の技術が低紐マわるさh、ふこ
むころである，試みに、 1...?タール常りの地 さを表白してゐるさいはねばならない.
肘人造肥判中の3成分を比較すれば、第2表に 一定面積に施閉され奇肥料の量は、それ対ー
，、す如〈τあう"((叫壁素の如きは、日本(36'.2 定内限度を超へるさ、施用し大量の書IJ合には生
"kg)はアメリカ (2.1kg)の18骨、 4タリ日 (3・8 産が場大ltdi<なるこさばいふまでもないbそ
同〉コヲシス(4'.t)kg)品約1d傍も多 T施用してゐ、 れは曾験的には道府懸農事訴磁場の三要素通量 、
おめである. ・ 4 ・3式験問成績が誼明してゐlるさニろであ'句、歴史
留置 q 事 作物別三要素試験の成績 、
作 物
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加慢の事位面積雷の施用齢、気候・土質・ 的恥』にこは怯.第4ほ表に師示す柑女如口〈滑轟産蹴統前肥料糊統計れかか、
e鳥t~号物の種頬.食業粧棒方式φ相遺によつ?尤亡異る らも計掛され忍さニろである0加、」。帥ち、肥科の
:己;さはhい、ふま可で3もないカが1、 7ホk稲さいふ作物は、 草位消費量埠~Iにこ封する農産物4牧矢穫高の割合は年さ
9鰐高3表に示す如c他のいづれの毅作よりも、 B鳩a 共i仁こ減少し‘特に雪素の企如日i舎善は、犬再のは巴め
"が少ぐても.T<出来る作物である。帥ち水稲 頃は、肥料~し正施用した量よりも、農産物中-
t無肥料でも、完全肥料匝φ7d%の牧量をあけ の量が20%以上も多かつfこのでるるが海大Eの
持砂れるのじ劃t，，:r、担~は91%、小夢は泊先 来年の第一次世界職舎の頃には両者は略々同量
。牧量じかあげ得られ此いのすめる.cのこさ さなわl、験後kU旨げ'9世晃的な・大恐慌畿の昭和
山日本のみなら今、スペ4νに航跡確認 9年以後間%仰になっセるるのである。モ
邑 り れは何故であらうか.せられでゐるさころであるt7). それは何故であ
第4表肥料及農産物中の1主要素らをか.モの原因を土壌肥料拳者は養分を吸牧 """，'~I 
利用するカが強いさいふ水組の特性に闘し(~:x.ð)
怜物事者iま向島箇!こょっ包養分を得るは栢作の
}特艶なりJ~(;.，て何その原図書=猫j前に求めあ
のであるが、.瀧iI水が必歩じも常に柴種的じプ
， 
年次
， " 
Pスをも.tこらずあのではなくて九築業的にマ4
・Fスをもたらす二三も少〈苧いこさは、既じ吾.
々が明らかにじて科、7之さニろである句り。ぞの1.因がいづれにあるとせよ、水慣が肥料特に窒
指令施すニさが少〈てもよく出来る作物である
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4 (1915) 
5 (1916) 
ニさにはかはりはないのである.してみれば、 6(1911) 
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' 10n9~1) 366.6 374.3 1.02 0.66 1.-'76 
11(1922) 364.6 a7.7 1.06 0.62 1.82 
12く1923) 412.9 367.8 目.個 日.58 )，62 
13(1924) 409.6 369.0 O.釦 V.5o 1.61 
J4【1921) 416，1 406.2 0.00 0.08 1.'73 
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2 (19~) 4o5.3 411.2 O.鉛 0.4tJ 1.印
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肥料の施用量の多〈なるに待つで肥効が減退
し、牧量が漸減するこさを従来所相「収穫趨減
の法則」のあちt哀れ12観念して、それはiまぬが
、れ難き自然法則tこ支配せられてゐるもめ-c'"人
震の如何言も指し難きものの如〈考ヘ4れでゐ
ためであるeさころが所調「故後遁減の法則」
なるものは他の保件唱特に抜衛の傑件が等しい
ー 第 o_表l卜米の 1 エ
， 
ればざいふ前提に立ってゐるのTあっセ、そ
の前提そのも、のが問題であるミミは、既に吾々
が明らかにして沿いたさころである(ll)"技術ま
固定的なものではなくて喝、それは塑革すゐニ~
F加来るものであるい叉費革Lなげればなら
ないものである.ここに日本め多肥農業金克服
しなければならない芝いふ重要な研究の課題が
提示されτゐるのであも.それは所調「分施J
. や「査居施肥」討、ふ3やうな部分的な施。Eの技
術に閉する研究のみえぬら宇、「分抱jや仁会居施
肥」の前提になってゐるさころの「湛水温海移
植稲作法」そのものを聾草するこさを問題にし
‘なければならない'のである。
日本の水田稲作農業は、第3表じ零した如き
水稲15いふ肥軒が少<-t.もよく出来る件物-1:';な
くりなiがら、又、第2表に示した削〈多〈の肥
料を施周しながら、而も第4表に添した如〈晶
絢哨肥量は培去してゐるじもかかはられ
第5表に示，す如〈単位面積書牧獲高は、諸外国
に比イてミそれ程多〈なドCりモある.向その上
ピ最近3dタ年聞にゐける皐位面積常収量の増加
率は、植民地的な印度、封建的なスベ4切につ
いで屯停滞してゐるのである o ，ちアバ"1}jJの
46，%.，ソ臨の10i%に封じて.日本以僅かに28，%
・ にすlぎな~~のである。そ仇は何政であらうか・
ニ二-~吾々.は再び第 I 表にかベつτ、米の生産
費の中}こ占める小作農にさつtは小作料及Ih作
楢利こf(~2~入自作展にさっては土地資本利子
及諸説公認(15.2%、6，1%)め比重の高さを問
題にしな砂ればならないのである 小作料が商
ーカー牧穫高〈噂位キνタル〉
圃
lいー一日 増加且 l
名 実関2-1c昭和1斗) 和ト 欄ー にー昭和1-5}13 和10-剛一品輸~3叫議-35』-39年 1j艶j;ム
ス~ -i y 58.2 63.2 62.5 41.4 1凶 108 1(11 71 
イ タ 目、 32.8 47。 49.8 63.5 100 143 152 163 
日 本 'dJ.7 回~7 34.5 部2 1∞- 116 112 128 
司自 .鮮 15.9 Ht5 18.9 25.7 100 116 I 119 162 
• 習量
17.0、 却.9 23.7 24.7 100 ~~ ， 139 145 
ア s 日 カ 17.0 22.5 )23.9 25.1 100 182 J.41 148 
1， '? " 沼・ il.l 一 17.7 23.0 100 一 、立沿 207 ¥ フ.， )} ~ ~:V 弘、 12.:/' 10.8 11.8 100 1前 146 158 
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、
(4'町ーー
. 
lρミいふ'ニSは、それの資本化されたもの"l1あ
る土地慣格が高〈なるさいふとさであり、綻?っ
τ又諸積公言最も商〈なるさいふこさである.技
術的には生産に寄奥するこさのない小作料や土
地資本和H.、窃税35課に多くの部分令支掛って
ゐるから、組普資本令脊積するこさが由来ない
ケら、努働手段の高度情が賓現きれないで、其
の人聞の糊が湾側こ僻吋ゐ械ないやう
な欣膿に会かれτゐるのである.米の生産費の
構成は、この関係、を最も具程的に示しでゐるの
守あって、ことに土地制度の改革に闘する研究
の課題が提示されτゐるのであるp土地制度は
隆史却・舵曾的な人閉ざ人間三の開係が決定し
'Cゐるもゆであるが、それが、人同さ自然さの
1係卸ち優業技術をも制約してゐるのである.
る。そこから析出会れる研究の課題は、推察の
移紘ではなtτ、新ιい直婚であり、従来の水
間直矯ではな〈て、新しい乾国直婚である、就
中米Z民二毛作や行はんさする場合は、多聞直婚
で去りればならない 1ものの如〈である0・l(It~ 
とのこさは、・農地改革もこ作ふ技術革命で具値的、
な日程に‘上されるやうになって水帽の典婚栽培
が、そのがむtニ主旨かれbやうになって来fここさ
のうτRこも確認、されるミころであり(U)、個hの
研究者が好むさ好・まざるさじかかはらす~..直矯
哉培仁闘する研究を、さりあげなければたらな
〈たって携たのであるo こニド直矯栽培IC闘す
る研究の主要性であるのであるq
く1)淵廃業命綱鵬、昭拘18年材生盤貴1:闘す畠
調査、 pd狗22年1.月刊占
J号事者は、このこさを前提さして、科事的な研 くわメ品スコア、 YIl郊十における総伴問題解除のt: 、.
'!I[の課題を正確に把握しなげればならないので 刷、駐曾主蜜録業議、 1940年4月。
el)る.所Ji1r勢働集約J的(渇勢的〉な多肥農 くむ凶際努働麟務局編‘腿業における飽含量賓と努
推の成立さその行詩りI，hI救護逓減の法則Jで
はなくて、日本の封建的な生産開俺がm来じた
ものなのである.それ故にそれは費草されなけ
it.ばならないものであり、従って又費存し得る
与のなのTある.この費革きれなけれ叫ならな
い、維ヲて叉費草され得る生産澗係さ技術を、
捜唱されざるもの‘叉iま費革し得ざるものさ前
提しτ、毛の挟同権の中で研究の課題4をさりあ
ltてゐfパころに、日本の農苧の行詰りがあづ
r~ニミ位、敗戦後農製者の聞でも自費されて来
7之さ二るである(12)(1.) 0ちがった枇曾的・歴史的
掠件の下時おいては、圭くちがった間作技術が
生成直展するこミ{立、米・ソφ稲作技術が、宿
・5いふ司一種の作物の哉婦でありなずら‘日本
0)それさ時代の性格械hこするもので恥
よさのうもLこも看取されるさこちである(14)(1.5)。
1:1本の第働集約的な多肥復業は・封建的~生産
開係の下に生成軍配属した封建的な農業技術であ
り、それが封建的な農壊にど。τ理論づけられ
.c来たのである吃れ故に.それは費草されな
ゆればならないhのであり、縫って叉・塑革さ
h得るものなのである。
然らば、それの費革の契機はどこじ②るので
あらうか.それiま過去の儀作に闘する研究業績
ゆ科皐・技術史的華麗言、現置の農業技術の昼
間過程の中に知出されなげればならないのであ
カ賓との関係:(Tqe "'RelatiQn of Labour co・tto T仰 I
Cωts Producuon in .，!gTicultnl"e. 1927)農桃大臣官
毘統計腺〉農林統計調査愛車寺第 4 晩、喝事国14~7 月。
(4) fi;生.ヲ~fID、土11 と陸線、羽耳、
て5)脇佳慶次郎、日本内池r:.於ける土畑、作物聾分
天然供給力1:閲する調査、昭和2年6見。
くめ.~~功、施肥柳時〈改訂車〉、剛18年
12月o
〈弘〕守ヂヤー J~ ，. 支那良業経済通量、 45-6頁.1Ift。
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